
 

 

  

 

 

平 成 3 0 年 1 0 月 3 1 日 

西日本高速道路株式会社 

三井住友建設株式会社 

報 道 関 係 各 位 

 

「田久保川橋」がｆｉｂ（国際コンクリート連合）の最優秀賞受賞 

～アジアの高速道路橋で初受賞～ 
 

ＮＥＸＣＯ西日本（大阪市北区、代表取締役社長：酒井 和広）が発注し、三井住友建設株式会社（東京都

中央区、代表取締役社長：新井 英雄）が設計・施工した東九州自動車道 日向
ひ ゅ う が

IC～都農
つ の

IC 間（宮崎県日向市）

の「田久保
た く ぼ

川橋
がわばし

」が、世界的に優れたコンクリート構造物に授与されるｆｉｂ賞の最優秀賞(WINNING 

STRUCTURE)を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ ｆｉｂ賞の最優秀賞の表彰状 

 

１．ｆｉｂについて 

fib（国際コンクリート連合／Fédération internationale du béton）は、世界 45 ヶ国、1000 以上の団体が加盟し

ている世界最大のコンクリートに関する非営利団体で、コンクリートとその構造の技術・経済・美観・環境といった性

能の向上・発展に寄与するための権威のある団体です。 

１９９０年より４年に一度のコングレス開催時に、「コンクリートのもつ性能や可能性を構造的に引き出すことに成

功した構造物」を、Outstanding Concrete Structures（優れたコンクリート構造）として表彰しています。今回のコン

グレスは、１０月にオーストラリアのメルボルンで開催されました。 

 



 

２．fib 賞について 

ｆｉｂ賞は、「土木構造物 Civil Engineering Structures」と、「建築物 Building」の部門に分けられ、それぞれ

【Winner：最優秀賞】、【Special mention：特別賞】、【Nominee：推薦】、の３つにランク付けされています。 

表-1 の受賞一覧のとおり、土木構造物では田久保川橋が唯一となる最優秀賞を受賞しています。また、田久

保川橋は２０１３年に土木学会田中賞並びに、プレストレストコンクリート工学会賞を受賞しており、今回のｆｉｂ賞の

最優秀賞と合わせて、まさに日本の橋梁技術が世界のトップレベルにあることを示すことになりました。 

 

表－１ 土木構造物の受賞一覧 

WINNER Takubogawa Bridge, Japan 

SPECIAL MENTIONS Utsikten Viewpoint, Norway 

 Viaduct over River Almonte, Spain 

 Footbridge over the Labe River in Čelákovice, Czech Republic 

EXCEPTIONAL RECOGNITION Yavuz Sultan Selim Bridge(Third Bosphorus Bridge), Turkey 

NOMINEES San Francisco-Oakland Bay Bridge New East Span: Skyway, USA 

 Avalanche Galleries Akkarvika, Norway 

 Innovation Bridge, USA 

 Covering structure of the railway access to Sants Station in Barcelona, Spain 

 Veer Kunwar Singh Setu, India 

 Constitución de 1812, Bridge over the Cádiz Bay, Spain 

 Cantilever Construction of Bridge Over River Punatsangchhu, India 

 Jubilee Bridge, UK/Singapore 

 

３．最優秀賞受賞のポイント 

田久保川橋は、最大支間長 87.5m の１０径間連続バタフライウェブ箱桁橋です。バタフライウェブはまったく新

しいタイプの構造であり、この構造を採用した橋は田久保川橋が世界で初めてとなります。 

田久保川橋は張出し架設工法を採用しましたが、従来の箱桁橋と比較すると上部構造が軽量なため、張出し

ブロックの長さを 1.5 倍長くすることができ、施工速度を約 50％向上させることができました。このため、このバタフ

ライウェブ箱桁橋は、従来の構造よりも建設コストを低減し、環境への影響を低減できることが認められ、受賞の

運びとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【従来の箱桁橋】                  【バタフライウェブ箱桁橋】 

図－２ 田久保川橋 構造の対比 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 田久保川橋 張出し架設工法 

 

４．田久保川橋の諸元 

橋   名 ： 田久保川橋（工事中名称）、寺迫ちょうちょ大橋（管理名称） 

工 事 名 ： 東九州自動車道 田久保川橋（ＰＣ上部工） 工事 

発 注 者 ： 西日本高速道路株式会社 九州支社 

設 計 者 ： 三井住友建設株式会社 

位   置 ： 東九州自動車道（日向 IC～都農 IC 間）、宮崎県日向市東郷町山陰 

道路規格 ： 完成時 第１種２級 B 規格（V=100km/h）、暫定時 第１種３級 B 規格（V= 80km/h） 

形   式 ： PC10 径間連続バタフライウェブ箱桁橋 

荷   重 ： B 活荷重 

橋   長 ： 712.5m（最大支間長 87.5m） 

有効幅員 ： 9.26～9.46m 

なお、田久保川橋は、地元の日向市立寺迫小学校の児童から名称案を募集し、そのアイデアを参考に日向

市にも意見照会を行い、「寺迫ちょうちょ大橋」と名付け供用・管理しています。 

 

※バタフライウェブ 

コンクリート箱桁橋のウェブに、蝶型の薄型パネルを使用した構造をいいます。パネルは工場で製作することや

上部構造の軽量化により効率的な施工が行えるため、品質を確保し生産性を向上させることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ バタフライウェブ 

柱頭部 張出し架設区間

張出しブロック長 L=6.0m



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－１ 田久保川橋 全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－２ 田久保川橋 桁内  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－３ 田久保川橋 バタフライウェブ近景 

 

 

 

以 上 

 

この件に関するお問い合わせは、 

ＮＥＸＣＯ(ネクスコ)西日本 広報課 山本
や ま も と

、山下
や ま し た

、前木庭
ま え こ ば

  TEL:06-6344-7410（マスコミ専用） 

三井住友建設株式会社 広報室  平田
ひ ら た

 TEL:03-4582-3015 

 

※本資料については国土交通記者会、国土交通省建設専門紙記者会、国土交通省交通運輸記者会、近

畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、大阪経済記者クラブ、大阪建設記者クラブにお配りしています。 


